
抗がん剤の血管外漏出時組織障害性の分類 (愛媛大学医学部附属病院採用薬品)

※血管外漏出の対応に関する明確なエビデンスは確立されていません。症例ごとに最も適切な対応を、
多職種の意見を参考にお考え下さい。

★アンスラサイクリン系抗がん剤
▲炎症性抗がん剤

赤文字は冷やしてはいけない薬剤 (保温)
マーカーは壊死性との報告もあるため留意が必要

イダマイシン エピルビシン カルセド

ダウノマイシン ドキソルビシン ノバントロン

ピノルビン

アクプラ アクラシノン アルケラン イホマイド イリノテカン エトポシド エルプラット オキサリプラチン

オニバイド エンドキサン エンハーツ カイプロリス カドサイラ カルボプラチン ゲムシタビン ジェブタナ

シスプラチン ダカルバジン テモダール ドキシル トリセノックス トレアキシン ニドラン ハイカムチン

フルオロウラシル マイロターグ リサイオ

◆壊死性抗がん剤
赤文字は冷やしてはいけない薬剤 (保温)

非炎症性抗がん剤
マーカーは炎症性との報告もあるため留意が必要

アブラキサン エクザール オンコビン コスメゲン サイメリン

ドセタキセル パクリタキセル フィルデシン ブスルフェクス

マイトマイシン ヨンデリス ロゼウス

アキャルックス アドセトリス アバスチン アービタックス アラノンジー イストダックス イミフィンジ エボルトラ

エムプリシティ オプジーボ ガザイバ キイトルーダ キロサイド コホリン サイラムザ サークリサ ザルトラップ

シタラビン ジフォルタ ダラザレックス テセントリク トラスツズマブBS トーリセル パージェタ バベンチオ

ハラヴェン ビーリンサイト フルダラ ブレオ ベクティビックス ベスポンサ ベバシズマブBS ペメトレキセド

ポテリジオ ポライビー メソトレキセート ヤーボイ ユニツキシン リツキサン リツキシマブBS ロイスタチン
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オーダ方法: レジメン⇒｢薬剤部｣フォルダ

その他 (オプション)
➢ 皮膚科へ紹介 (初期対応は各科)
➢ ステロイド局注: リンデロンⓇ

➢ 局所の冷却 (下表参照)

抗がん剤の血管外漏出時の対処方法 2022.4更新
外来がん化学療法看護ガイドライン 抗がん剤の血管外漏出およびデバイス合併症の予防・早期発見・対処, 日本がん看護学会,
2014年版を用いて作成した

➢ デルモベートⓇ軟膏塗布
➢ 経過観察

①直ちに注入を中止、②留置針は抜かずに、漏出薬剤を確認

非炎症性抗がん剤◆壊死性抗がん剤

▲炎症性抗がん剤

★アンスラサイクリン系抗がん剤

浸潤している薬剤を回収するため、シリンジで血液を約5mL吸引除去

留置針、ルート抜去、漏出部位をマーキング

患肢を拳上安静

注射ラベルの薬品名のマークを確認

➢ デルモベートⓇ軟膏塗布

➢ 可能な限り速やか (6時間以内) に
サビーンⓇ投与を考慮 (添付文書参照)
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